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　被災地の先生方へ
　子どもたちのこころのケアを
　どうすすめるか　　　　　　　　　　　　小林正幸（東京学芸大学大学院教授）
◆新しいステージが始まりました

　危機のまっただ中では、親子が一緒にいることが一番の安心でしょう。そして、次のステージとして子どもに安心を与えるのは、「親子が一緒にいなければならない」と思う必要がなくなることです。災害前の生活の時間が回復し、平凡な日常が復活すること－－子どもにとって、その象徴が「学校の再開」です。

　子どもに限りませんが、こころのケアは、安全・安心が確保されて初めて、本格的にスタートを切ることができます。その時期がやってきました。
◆子どもたち一人一人が味わった苦悩を、丁寧に想像してみましょう

　子どもたち一人一人が味わった苦悩について、「どのようなことを味わったのだろうか」と想像し、そこでの感覚を自分の中心に置きます。一人一人が体験したことは、道路を隔てただけでもまったく違います。
　丁寧に想像して得た感覚が、子どものこころのケアの基盤となります。

◆不登校対応や特別支援教育の感覚で
　子どもたちのこころのケアは、不登校の子が登校をしてきたときや、発達に偏りがあって特別な配慮が必要な子をクラスで受け入れたときに近い感覚です。その感覚で、多くの子どもに接していくわけで、これまでに皆さんが取り組んできたことが、そのまま役に立ちます。

◆まずは、特につらそうな子数名に注目
　まずは、特につらそうな子数名に注目します。そして、どうかかわったら、その子たちが快適に感じる学級になるかを考えます。「大変な体験をした子」と、大げさに扱われるのもつらいでしょうし、災害のことにまったく触れられないというのも落ち着かないかもしれません。どの程度、災害の状況にふれていいのか、さり気なく聞けるといいように思います。そして、先生自身が、その一人一人のつらさに応じる様を見せ、「かかわり方のモデル」となるようにしたいところです。

◆一人一人が安心していられるクラス
　今回のような大災害では、直接的にひどく災害を受けていないと思われる子も、大きく傷ついています。ですから、一人一人が安心していられるクラスをつくることがとても大切です。それは、特につらそうな子のケアにもつながります。

　☆「あなたはあなたのままでいていい」というメッセージを

　そういうクラスをつくる基本は、「あなたはあなたのままでいていい」というメッセージを、一人一人に伝えることです。それは様々な場面で伝えることができます。
・朝、笑顔で子どもたち一人一人を迎える。
・授業中に間違えても、失敗が決してマイナスでないことを教える。

・休み時間に一人ぼっちではない。また、一人でいたいときには、一人でいていいという眼差しや雰囲気がある（休み時間、先生はできるだけ教室にいて、子どもたちと交流する）。
・給食を落ち着いて食べることができる。
・「明日もまた会いたいな」というメッセージを帰りの会でもらえる。

　つまり、「あなたが大切」「あなたがいてくれてうれしい」「あなたに出会えてよかった」というメッセージを、たくさん用意したいものです。

　☆子どもたち同士のかかわりを促進し、クラスを居場所に

　子どもたちは、共通の遊びや話題で友人関係をつくっていきます。先生は意図的に、子どもたちが好きなこと・得意なことを発表できる機会をつくりましょう。授業でも、子ども同士の発言をつなげたり、子どもの意見をしっかり聞くよう心がけたいものです。

　☆子どもたち一人一人に活躍の場を

　誰かの活躍を「すごい」と認められるためには、「自分の活躍も認められている」という思いが必要です。授業中はもちろん、係活動や行事の中で、一人一人の活躍の場を保障するよう心がけます。帰りの会で、互いの活躍をシェアする時間を持つことが有効です。

◆不安・緊張・怒り・嫌悪などの不快な感情を、言葉で表現できる機会を
　一日に何度か、先生としてのエネルギー、明るさを絞ってみてください。エネルギーを絞ると、暗い表情や、つらい表情、不快に感じている子どもの姿が見えてきます。エネルギーが強いと、子どもの中のつらさが見えてきません。

　表情の中に、淋しさやつらさ、悲しさ、恐さがうかがえたときは、「淋しそうな顔をしているね」「つらそうな顔をしているね」「悲しいのかな」「なんだか心配かなぁ」と、子どもたちが感じているであろう不快な感情を、言葉で伝えます。言葉で伝えることで、子どもは「自分の不快な感情を、先生は受け止めてくれるんだ」と感じ、安心感を得ることができます。

　そのときに、先生は子どもより不安定になってはいけませんが、子どもと一緒に涙したり、「悔しいよね」と一緒に悔しがったりするのは自然なことです。

◆子どもが津波ごっこ・地震ごっこ、絵画、作文などで不快な世界を表現するとき

　友達と手をつないで、突然「津波だぞー」「うぉー」と言いながら皆を追いかける遊びをする子がいます。また、学校の絵画や創作などで、死や災害のことを作品で表現する場合もあります。
　大人の目から見れば、不謹慎な遊びに見えます。でも、子どもたちは、安全な場で、安心できる友達と、それを遊びや作品にして恐さや不安を解消していくのです。これらの遊びや作品は、「子どもが自分でこころのケアを行っている」と考えられ、「自己治癒遊び」と呼べるものです。津波ごっこ・地震ごっこを見たり、不快感を表現する絵画や作文などを創作しているのを見たときは見守り、作品である場合は、それをもとに話し合うことをおすすめします。
◆保護者を支える

　本来ならば、エネルギーを蓄える場であるはずの家庭ですが、保護者一人一人も大きな傷つきや不安を持っています。ですから、子どもたちよりも保護者からの相談のほうが多いかもしれません。ささいなことでクレームを言ってくることも多くなるはずです。皆が不安で、余裕を失っているのです。学校への願いと期待が強まっているのです。
◆先生たちが足並みをそろえて
　学校の先生全員が、「こころが傷ついた子どもに、温かく接するかかわりが重要である」と理解することが、今、一番、大切なことだと思います。

　余裕を失うと「そんなことでどうする！」「しっかりしろ」と叱咤激励してしまいがちです。その大声が生み出した緊張・不安が、子どもたちのこころに悪影響を及ぼしていきます。

　傷つきや不安を持った子どもたちのケアには、大きなエネルギーと余裕が必要です。そのためには、先生が一人で抱え込むことのないよう、足並みをそろえていきたいものです。
　そして、先生たち自身も傷を負っていることを理解し、支え合っていきましょう。普段に比べて妙に元気になったり、妙に怒りっぽくなったり、涙を流してばかりいるということを経験した先生もいらっしゃると思います。「そんな自分はダメだ」と思ったり、イライラした先生もいるでしょう。でも、今回のような大規模な災害では、大人も尋常ではない恐怖を味わい、不安を感じています。ですから、そういう自分は、「それでいい」のです。
☆震災に関連した「先生のためのメール相談」を実施しています。http://for-supporters.net/






